
15 あまくさ市議会だより 14あまくさ市議会だより

【男女共同参画社会をどう進めるか】
　　市政アンケートでは、８割を超える市
民が「固定的な性別役割分担をなくしてほ
しい」と答えている。本市職員数のうち、
常勤職員の男女比、会計年度任用職員の男
女比はどうなっているか。
　　常勤職員の男女の割合は、男性が約
60％、女性が約40％。会計年度任用職員
の男女比は男性が約19％、女性が約81％
である。
　　令和５年度の管理職に占める女性の割
合はどれほどか。また令和６年度に向けた
取組は。
　　管理職に占める女性の割合は、18.7
％である。女性管理職25％に向けた取組
は、職員自身がどのような働き方を目指す
のかを自律的に考えることができるよう、
女性職員が活躍する組織を目指して研修を
実施している。

【生活支援の充実について】
　　学校給食費無償化について国から調査
があったと聞くが、導入についての具体的
な検討はされていないのか。
　　学校給食費の無償化については、国の
方針に基づき全国一律に取り組んでいくべ
きものと考えている。
　　入学祝い金を実施している近隣自治体
を把握しているか。
　　苓北町は入学する児童生徒に１人２万
円、上天草市は令和６年度から支給するた
めの予算を９月議会に上程したとのことで
ある。
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蓑田　庸子　（日本共産党）

男女共同参画社会をどう進めるか、
生活支援の充実について

QRコードで質問の動画が見られます

【帯状疱疹ワクチン助成について】
　　本市における帯状疱疹のり患状況及び
ワクチンの接種状況は。
　　国保加入者における帯状疱疹のり患状
況は、令和４年度で335人。ワクチン接
種については109人が接種をしている。
　　地方創生臨時交付金を活用し、助成を
実施する自治体も増えてきているが、あら
ためて本市として帯状疱疹ワクチンへの助
成の考えはあるか。
　　ここ最近、帯状疱疹に関する相談が多
く寄せられるようになった。50歳以上を
対象に、帯状疱疹ワクチン接種にかかる費
用の助成を令和６年度から実施できるよう
進めていく。

【奨学金返還支援制度の活用について】
　　国による奨学金返還支援制度を活用し
た支援事業の創設が本市においても望まれ
ると考えるが、創設の考えはあるか。
　　国の財源措置が拡充されたことを踏ま
え、地元企業と協力しながら支援できない
か、子育て支援メニューの一環としても制
度の必要性について検討していく。
　　　本制度を導入した場合、若者の定住
を確実に促進することができる。まずは、
少ない募集人数からでも支援事業を始めて
みることをぜひとも検討願いたい。
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栁田　光芳　（公明党）

帯状疱疹ワクチン助成について
奨学金返還支援制度の活用について

政務活動報告

　両県とも少子化の原因の一つである未婚化・晩
婚化に対応するため、独身男女の出会いの場を創
出する婚活支援イベントを開催されていました。
　愛媛県では、ＡＩアプリとビッグデータを活用
することで、効率的なマッチングを実施。大分県
では、運営を民間企業に委託することによって、
多様な価値観診断テストの導入など、民間企業な
らではの支援事業を展開されていました。

視察報告

　熊本県には、ＡＩ婚活アプリの導入はなく、今
後は天草地域２市１町の広域での婚活アプリの導
入を視野に連携を強化していかなければならない
と感じました。
　今回の研修内容をもとに、課題は何か、しっか
りと整理をし、担当部署と協議を行うと同時に、
天草の風土に見合った婚活支援体制の総合的な確
立を図るため、導入を提案していきたい。

視察を終えて

令和５年７月25日～27日

議員行政視察
（竹本亨・赤城史浩・吉田修）

■視察先
　えひめ結婚支援センター（愛媛県）
　ＯＩＴＡえんむす部出会いサポートセンター
　　　　　　　　　　　　　　　（大分県）

■視察内容
　ＡＩ婚活アプリを活用した婚活支援の取組
　について

政務活動報告

　山都町には有機農業について、50年ほどの歴
史があり、有機ＪＡＳ認証者数も全国一で、主
に有機野菜や米を主体に取り組まれていました。
　有機農業の流通（販売手法）や組織の在り方
などについて説明を受け、意見交換を行いまし
たが、学校給食への提供による子どもたちの食
育、移住・定住や新規就農へもつなげられてお
り、多くを学ぶことができました。

視察報告

　国民の健康志向や持続可能な社会の実現への
意識が高まる中、本市としても有機農業への取
組の強化が必要と感じました。また、今後、組
織づくりを進めるとともに、本市が目指す有機
農業の在り方を確かなものにしていかなければ
ならないと感じました。

視察を終えて

令和５年５月１２日

市民クラブ行政視察
（下田昇一郎・五嶋善彦・澤井一富・浦本力）

■視察先
　熊本県山都町
■視察内容
　「有機農業への取組について」

要望


